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母校創A

m周年を迎えて

金民三本班三
(聞有l詔停車}

|ωj窓崎町にはますますご世蹄にてご餅岨のこととお
びいたします。直fJ.占lま|刷1窓会的迦常と強腿にご高配
をいただき即〈御礼~II し上げます。
2]1止艇の荷L...岨成が感じられる 1995年、 a

がi雄政北崎は柵Jt7 0周年という組合すベ~if-を週え
ました。J$.に押rJにたえないところで晶りますb
きて、ょのたびの金曜骨骨4こあたって、その足どり

を辿ってみました処、今は亡き揃貯金.Lbl時代の1鋼管・
(問、制55年) Iζ雌井前金持 (~II~刷金品)が巾心4こ
なられ創刊号「北陥fiij窓」が持制されております、今
日臨め I5年の胤Hを軽て関係各位の並々ならぬご努
力で也吻を必服されて毎年欠けるζとなく続けてζ ら
れたことに対レ心より敵意を去するものであります.
ζれら先人の且跡を礎として!会報部 l6号が70閥{Jt
E念特~骨として刊行で$ましたζとはよ聖な喜びを
臨じております、 xζのたび1止特集t?と云う ζ とから
~附持鼎趨胴#地帯からも歩くの市制lが時せちれまし
たのでページ散也刷やし内容院協な負輔を作ることが
で島ました、多〈の~jJ離のごI此'J tζ対司 して附〈御礼を
Ifl LJ:lfますe

瓦同窓会ではこの会報と岡田署4ニ記念事業として次の
事制を行うことを決め進めております。(1)阿窓会
名簿の発行 ( 2 )時枝i(1周年記念:k会開世 (3) 
記念事業協力募金等であ!ります。(I )につきまして
は名簿糊肢の主り向上告mるため脇情な打ち合せの上
名簿嗣作謀者である|剖西広間伐に質砥しました、すで
に静雄方自こ連輔が描いていると品lいますが、ど陥力F
きる臓にil!l:<お闘い申し上げます。(2)占的70 
闘~~l'念式脅l立別胞の1mり 1;1桝いたしますが‘ ζれは
刷窓会が全卒業生(迦蜘.lfT龍ll'，駒 17J'Slt.)世対島
に行う初めてのイベントであります‘問ってご来会下
さる撒お持ち11，1しl二げますCI (3)につきまして別適
地官。牲をごJr読の上ご理解を臨1，ご)Jl"fさる随阿草
立撒くお願い申し上げます。

ζの印!)Jl:.7 0周年に隠し改めてほ校を顧みるとき大
正‘ 11日制、平成主各|時代の披を壊り凪え軌跡を略して
きた北閣から2万仔1・名の多くの本2民生が県-1.ち、こ
れらの人避が持地で色々な分野で描附されてい志すが、
+、 j~1:1査の大きな醐目を型機4ニこれらl司じ苧留で中Jん
だ:IJ'カE先制tし、時蹴と卒講生世つなくすFづく"を行う
最良の開会であり‘ M事釦百・動の意義あらしむるとこ
ろであると考えますeこの70同年のイベントが、 M
i感知賢のご哩珊とご協力で盛大に|瑚~置できますことを
抑にお制い!IIしl二げます。
母校~b崎が車に 8 O~F、 9 0 íl~、百年にItl)って強風

を逝げて行くことを心よ り折って1'1:みません@

』校の現況

舵民林眠央

1111盟の皆概4こl立、お変りなくご世勝でご稲・臓のこと
と存じますo I昨年は、離式野止ま部が存、 u叩子閥、サ
ッカー時効略の嵐手柵J:.金に出場の陣l主、蜘b嗣耐に

わたって多大のご協力、ごtJ般を臨わり.まことに布

うございましたa心から叫く"御礼申しあげます。
』じ臨も""t~~で倒立 7 日間年を迎えます。 今大阪で晶

立ザ4畑t9 I1舵品りますれ 70年以上町雌史をもっ
i1i"1!:.'f.枕l立、そのうち32枚、約三分のーです。私は、
この民ぃ歴史と伝統をふり返りながら、側始者*品先
生の教育の現金「姐1・古車・体の開覗uという令人教背
に掃く思いを得せ・、学i側を抽げて枕風の娘典につとめ

ねばならぬと作じてお旬ますe

現在向校入学人口は誠少の ・過をたどりつつあり、

今年3月大阪の私学でも三分のー以上の学校が事集定
日を捕りましたe それに反して、本校は帯いにも曇験
者は3，25 1名、入#者は予却を上1111って予定よ.1')2 

クラスも多く、制少剛'~Jの中" ニあってh 未だに4 0ク
ラス、]，72 8~という大世帯です。
学判耐では‘コース酬をしいて4年目、次郎に習融

酬の授業や学習意融制判躍がイ刷ニ働いて5酬があ
がって来ました。犬学への進学専も 3鯛を..え、時修
学技へ2欄強、抗職2胡曲、浪人等2捌5分の地時状

況です@
生樹首導聞で也、 人絡の陶冶4こ力を入れていますが、

相聞iについては、今年の新入生からダブルのプレザ」

精，uといたしました。

クラブ1li，動1は相密わらず盛んです阻今iJ!'fn::サッカ
ーが韓体州場をikめ、また近艦大告に世JBr!して，8月
末全日本ジ.:1.，エア大企4ニ出場しますo.*;融制が大阪k
会で2.R.うち7名が魁体IU端焼捕になりました。テ
ニスも 2位ι止まり、横F つ1荷風の!曹が雌れませんが、
健闘しています。ハンドボールやパスケヅトも近畿太
会出場摘を持、野忠dISもl連捌をめざしてお~習に柿1l1 1..
ている現~です。
以よ‘金般にわたって畦観が話}Jをもって野市して
いる棚子を欄~Ijさせていただきましたが、今催とも輩
らないご指導、ご協，)Jをお闘いいたしますとともに、
皆様のご健脚とご事事をお情り巾しあげま「九
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“母校創立70周年"記念事業に挙って積極参加を!!

i記念lJ~*誕行畳u会

~U民 軍国立竃倒相留年明

うせ存地投-11:助品脱は‘創立i'0脳部とI-tう記企すべ
き{J!~迎えました，
時岐の70 ~J!の慨史~顧みますと、闘車柑;金の融鋤

聞にも‘あらゆる倒障に耐えて I制・臨・体の問調IJ
の曲学制抑制t語、今日;副こ2nG干名町布為な人，f，f
を世に通り 'H~れてまいりました。 そしてこれらの同
盟が、社告の肱い去問?でkへんi首'll1!きれていることも、
よく知られているkζろでありま寸，臨しながらそ町

半面で、附枝記対するfiJ輔l立雌が必ずしも尚くない11
もは畳けられます。

能って、 ζの7'0閥均i'こ当 11，"制窓告が件酬のi也毒
事ifiをfiう拙大町11:1的lは、 M揖生が相1 1(の連摘を~胴

曹にして瓜き‘昨せて‘ 10:岐に:tJする削A幅広醜を向め
られるー叫にさせて繭ければと存じ‘同魁告として世
相めての金卒業生を対離に前胞の記念'Il業を行うこと
になったので品ります。

1、師枕倒立70 ~調rを祝う金の聞拙
2、金制 r~ヒ踊 Ifl1~量J 特鼎骨の暗rlJ
3， IIJJ割合名柿 r1 {) 9 S年肱肌j的措明l
4、北陥70年山町時刊 (学校法人・判¥¥武学1朝)
これら的配念郁需巳つきましては、すでに準嗣暗u

舎が巾心となって、 l~ぃJ眠史と f~輔のあlる骨崎町 1 0 
周年の間金!lJ離に相応しい内容の世拡をめざし努力を

致しております， 時に 11111811附舶の 「帥枇酬
な，70 ilfd:i~を祝う金J I立、記念・'，It曹の 「メーンイベン
川 でありますので、式典内容もどj即時前けるものを
幣制離しておiりますので、どうか.岡掛町骨嶋、 ー人
でも多く母校に集い、恩師や世帯、組Ji.、能端遣と鳴

しく ~~t.' 合い、 iせ挫 1 0年の~主みを植地見とどけ、そ
の嬉l蝿を~1U合いー耐の国腕と I，，!Uへのilì拘を培う広
雄i事い醜主として刷きたいと存じております。

ri悦司金」の概掛や式典攻舗は次の通りで晶ります。
(多~輩~する場合あります)

(3) 
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母校70周年 随想

70周年に思う
埋!l
拙村盤 (1昭和11平判

去る回周年を迎えた時にも時相きせて師いた引を思
い出LながらW{f.，O)年J]を掛り返って且ますと、身辺
自こ輔J守司~'MJ~'が去来して諸島りますe
臥I!I闘精l1，fJt描i同事J震ですが事泉佐各人組絡調{t，く‘

加えて不帯な靴争などのl瑚郁削『って卒業榔It~J:掛町
4ニ‘ 11[f，細目~{f; 6H Iι捕1I!!I同盟~~訟をlO~グランドホテ
ルにて、体枕1t先喰， それに甚当1附人主珂t訪がE怜A
のI八L世悦t地生 (1雌誕4ιニIiHり]り年1辺2:，川目lにニ故人となられまし
た}のお二人のご臨目脂信を剛畠l眠眠J々守し<?弛s金詰したのが、
もう肱年1醐両のq事t“4にこなります。その時判明敢しました友
人は2J ~包でした。 同盟合的合t， をl肱人となりました両
1ft脅古川町制犠で北陥商一哉と命名しましたD J:J.米、
これを担聞として1!t{j!の舗に酬を杭ねて嘗り、昨年
(1 99..玉帥 12月に拙]6!司を糾った処です。より仰の
lI\岬.fÍ'はl河川忠抑・ Ill~，ド勲・粧水市柏・怯村聞の問~
で、 k附1;千四l抽・向I1r国~ .杉吋r，宇聞の-名町}iでし
た.摺って.mn:の金J1は世か7名と凪に掠しい限りで
す。
』巴へば過去12年続った現(f.では1<1f.:"の1J.が王:nを令
号し‘故人と~られました、改めて各人的耐臨を他ぴ、
心よりごる湘をお刷tll上げます。金Ul抄なくなりl

ました治句。悶年間企式典には£坑で迎え1といものと臨
って止みません白
さで陪枕に思いを散しますと、附棚4iJi卒業当時の

ïJ~を思い越し乍ら、現在の母校の4佐々たる校舎を且品
目島、乱If:f.も且IZない引で割高の~f~史tE_の骨さんlま光課
した勉学にJ1!(ま~~本当 lニ幸せな 1 1' 々を過ごしておら
れる IJ~と思いますe
なお、野球をはじめ各クラず活動も過去]0年の聞に
は嵩|問 ら Lいドラマ密杭じて事りました。 Il~子閣での
向脱出f聴、ザヲ カ-~ニホ地帯J守胸刷る鼎帽を臨附して

tりましfよ‘私i茸より叫ますと婦の掛な在悼生田龍司
たる活rtlJt大島な泊りです、l よりー帽の柑過を胴伸し
て止みません，

方、北刷出控M窓会も年をm~J 吋 ニミ木会長をはじ
めとし事III、杉本、副向、 三瑚金品の骨きんを中心に
若い世代町四!J"の方冷靖噌1協力し、舟嗣向上に努力を
[(ね、今年時紐却j立抽刷年開念式典聞献の運びと止り

ましたTI~j止、ごt，IU量の車 I~ Iこて、その退院に全力世嗣
けられる輔折合教しおります。
神間年配意式典を調えるに当句、過去u肉2町1mに経
験した悲しい明、事しかった IJ~、成l主鴎曲した'W事ド!
7?'の脱聞を撮り返り、新たなる出削年に向って1母校
J佐々 I.~!I哉の誕なる雌地を願って，11:みません.
掛 ，~}説~~t陥 l幅一命の 7名の会nの方寸J 也、お互い

健Utに制n L.全日元会tな史劇Iで剖りあえる 日的金保~引
を心より 19H~ìL、この舗を都町}ます白

骨の思い出
陣!田忠男 (1刑事111.ff判

舵臓睡の抑制、阪急晴雄へ人4上出来たこと、，M患の
大櫛I君、 IL I材君也願f~百1t，脂へ入社II\>持たのが酔う
れしが。た。
大平時楓争のとき、11(梅泊掛町民世川拡幡野閣の陪、
アメリカj~の艦幅拠よ り蝉躯4こ会い、多散の鴨志が醜
配した‘ζれはどうしても忘れることliHI米壮ぃ，
陛控創立10周年が職能50~nに当るとdうのも

阿か剛山の曲目を陣巴られて喰らない。

随組
齢年

杉本 二一 (11帥16~f-本j

学校雄官事・の最もよい条件位、人樟lま却{酋のこと、
これに協力する附fH.の省力者部カ唱躍と在って来る。
それにそわ4泣い場合職日も~捷共1に不幸である，
たとえば、損害合せの学技奇跡~~して也、パイ ト耐

f.j:赦Mを1臨時、つ寄っき「瑚馳書札、学-jJが砥下L、他
舵からの転入生町能力によ lり帯うじて、*舶が保って
いるB と止れば品目も1~提Iも干帯である'Q 充分なlIf力
と醐l司たる瞳T77I針も1持たない不安なt.tff，は、理1)早者
欄のlUf:でもある。当時どの4摘もζのような揃樹l寺
町杭却では脅かったかと思組寸る.献し今中金棋の嗣
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